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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第１部門第１区分
【発行日】令和1年5月9日(2019.5.9)

【公表番号】特表2018-511319(P2018-511319A)
【公表日】平成30年4月26日(2018.4.26)
【年通号数】公開・登録公報2018-016
【出願番号】特願2017-550494(P2017-550494)
【国際特許分類】
   Ｃ１２Ｎ  15/09     (2006.01)
   Ｃ０７Ｋ  16/46     (2006.01)
   Ｃ１２Ｑ   1/04     (2006.01)
   Ｃ０７Ｋ  19/00     (2006.01)
   Ｃ０７Ｋ  14/725    (2006.01)
   Ｃ１２Ｎ   7/01     (2006.01)
   Ｃ１２Ｎ   1/19     (2006.01)
   Ｃ１２Ｎ   1/21     (2006.01)
   Ｃ１２Ｎ   1/15     (2006.01)
   Ｃ１２Ｎ   5/10     (2006.01)
   Ｃ１２Ｎ   5/0783   (2010.01)
   Ｃ０７Ｋ  14/705    (2006.01)
   Ｃ１２Ｍ   1/34     (2006.01)
   Ｃ１２Ｎ   5/07     (2010.01)
   Ｃ０７Ｋ  16/28     (2006.01)
   Ｇ０１Ｎ  33/53     (2006.01)
   Ｇ０１Ｎ  33/574    (2006.01)
   Ｇ０１Ｎ  33/48     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  35/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  35/17     (2015.01)
   Ａ６１Ｋ  35/12     (2015.01)
【ＦＩ】
   Ｃ１２Ｎ   15/00     　　　Ａ
   Ｃ０７Ｋ   16/46     ＺＮＡ　
   Ｃ１２Ｑ    1/04     　　　　
   Ｃ０７Ｋ   19/00     　　　　
   Ｃ０７Ｋ   14/725    　　　　
   Ｃ１２Ｎ    7/01     　　　　
   Ｃ１２Ｎ    1/19     　　　　
   Ｃ１２Ｎ    1/21     　　　　
   Ｃ１２Ｎ    1/15     　　　　
   Ｃ１２Ｎ    5/10     　　　　
   Ｃ１２Ｎ    5/0783   　　　　
   Ｃ０７Ｋ   14/705    　　　　
   Ｃ１２Ｍ    1/34     　　　Ｆ
   Ｃ１２Ｎ    5/07     　　　　
   Ｃ０７Ｋ   16/28     　　　　
   Ｇ０１Ｎ   33/53     　　　Ｄ
   Ｇ０１Ｎ   33/574    　　　Ｄ
   Ｇ０１Ｎ   33/574    　　　Ａ
   Ｇ０１Ｎ   33/48     　　　Ｍ
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   Ｇ０１Ｎ   33/48     　　　Ｐ
   Ａ６１Ｐ   35/00     　　　　
   Ａ６１Ｋ   35/17     　　　Ａ
   Ａ６１Ｋ   35/12     　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成31年3月25日(2019.3.25)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　重鎖（ＨＣ）免疫グロブリン可変ドメイン配列と、軽鎖（ＬＣ）免疫グロブリン可変ド
メイン配列とを含む単離抗体であって、アミノ酸配列：
ＧＳＨＳＭＲＹＦＳＡ　ＡＶＳＲＰＧＲＧＥＰ　ＲＦＩＡＭＧＹＶＤＤ　ＴＱＦＶＲＦＤ
ＳＤＳ　ＡＣＰＲＭＥＰＲＡＰ　ＷＶＥＱＥＧＰＥＹＷ　ＥＥＥＴＲＮＴＫＡＨ　ＡＱＴ
ＤＲＭＮＬＱＴ　ＬＲＧＹＹＮＱＳＥＡ　ＳＳＨＴＬＱＷＭＩＧ　ＣＤＬＧＳＤＧＲＬＬ
　ＲＧＹＥＱＹＡＹＤＧ　ＫＤＹＬＡＬＮＥＤＬ　ＲＳＷＴＡＡＤＴＡＡ　ＱＩＳＫＲＫ
ＣＥＡＡ　ＮＶＡＥＱＲＲＡＹＬ　ＥＧＴＣＶＥＷＨＬＡ－Ｇ　ＹＬＥＮＧＫＥＭＬＱ　
ＲＡＤＰＰＫＴＨＶＴ　ＨＨＰＶＦＤＹＥＡＴ　ＬＲＣＷＡＬＧＦＹＰ　ＡＥＩＩＬＴＷ
ＱＲＤ　ＧＥＤＱＴＱＤＶＥＬ　ＶＥＴＲＰＡＧＤＧＴ　ＦＱＫＷＡＡＶＶＶＰ　ＳＧＥ
ＥＱＲＹＴＣＨ　ＶＱＨＥＧＬＰＥＰＬ　ＭＬＲＷＫＱＳＳＬＰ　ＴＩＰＩＭＧＩ　ＶＡ
ＧＬＶＶＬＡＡＶ　ＶＴＧＡＡＶＡＡＶＬ　ＷＲＫＫＳＳＤ（配列番号３０）、または抗
原結合性断片、またはそれらの各々の同等物を含む、ＨＬＡ－Ｇのエピトープに結合する
、単離抗体。
【請求項２】
　前記ＨＣが、
　（ａ）アミノ酸配列ＧＦＮＩＫＤＴＹ（配列番号１）もしくはＧＦＴＦＮＴＹＡ（配列
番号２）、もしくはそれらの各々の同等物を含むＨＣ　ＣＤＲＨ１；および／または
　（ｂ）アミノ酸配列ＩＤＰＡＮＧＮＴ（配列番号３）もしくはＩＲＳＫＳＮＮＹＡＴ（
配列番号４）、もしくはそれらの各々の同等物を含むＨＣ　ＣＤＲＨ２；および／または
　（ｃ）アミノ酸配列ＡＲＳＹＹＧＧＦＡＹ（配列番号５）もしくはＶＲＧＧＹＷＳＦＤ
Ｖ（配列番号６）、もしくはそれらの各々の同等物を含むＨＣ　ＣＤＲＨ３
を含み；かつ／あるいは
　前記ＬＣが、
　（ａ）アミノ酸ＫＳＶＳＴＳＧＹＳＹ（配列番号１１）もしくはＫＳＬＬＨＳＮＧＮＴ
Ｙ（配列番号１２）、もしくはそれらの各々の同等物を含むＬＣ　ＣＤＲＬ１；および／
または
　（ｂ）アミノ酸配列ＬＶＳ（配列番号１３）もしくはＲＭＳ（配列番号１４）、もしく
はそれらの各々の同等物を含むＬＣ　ＣＤＲＬ２；および／または
　（ｃ）アミノ酸配列ＱＨＳＲＥＬＰＲＴ（配列番号１５）もしくはＭＱＨＬＥＹＰＹＴ
（配列番号１６）、もしくはそれらの各々の同等物を含むＬＣ　ＣＤＲＬ３
を含む、請求項１に記載の抗体。
【請求項３】
　前記ＨＣが、
　（ａ）アミノ酸配列ＧＦＮＩＫＤＴＹ（配列番号１）を含むＨＣ　ＣＤＲＨ１；および
／または
　（ｂ）アミノ酸配列ＩＤＰＡＮＧＮＴ（配列番号３）を含むＨＣ　ＣＤＲＨ２；および
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／または
　（ｃ）アミノ酸配列ＡＲＳＹＹＧＧＦＡＹ（配列番号５）を含むＨＣ　ＣＤＲＨ３
あるいはそれらの各々の同等物を含み；かつ／あるいは
　前記ＬＣが、
　（ａ）アミノ酸ＫＳＶＳＴＳＧＹＳＹ（配列番号１１）を含むＬＣ　ＣＤＲＬ１；およ
び／または
　（ｂ）アミノ酸配列ＬＶＳ（配列番号１３）を含むＬＣ　ＣＤＲＬ２；および／または
　（ｃ）アミノ酸配列ＱＨＳＲＥＬＰＲＴ（配列番号１５）を含むＬＣ　ＣＤＲＬ３
あるいはそれらの各々の同等物を含む、請求項１または２に記載の抗体。
【請求項４】
　前記ＨＣが、
　（ａ）アミノ酸配列ＧＦＴＦＮＴＹＡ（配列番号２）を含むＨＣ　ＣＤＲＨ１；および
／または
　（ｂ）アミノ酸配列ＩＲＳＫＳＮＮＹＡＴ（配列番号４）を含むＨＣ　ＣＤＲＨ２；お
よび／または
　（ｃ）アミノ酸配列ＶＲＧＧＹＷＳＦＤＶ（配列番号６）を含むＨＣ　ＣＤＲＨ３
あるいはそれらの各々の同等物を含み；かつ／あるいは
　前記ＬＣが、
　（ａ）アミノ酸ＫＳＶＳＴＳＧＹＳＹ（配列番号１１）を含むＬＣ　ＣＤＲＬ１；およ
び／または
　（ｂ）アミノ酸配列ＲＭＳ（配列番号１４）を含むＬＣ　ＣＤＲＬ２；および／または
　（ｃ）アミノ酸配列ＭＱＨＬＥＹＰＹＴ（配列番号１６）を含むＬＣ　ＣＤＲＬ３
あるいはそれらの各々の同等物を含む、請求項１または２に記載の抗体。
【請求項５】
　前記ＨＣ免疫グロブリン可変ドメイン配列が、配列番号８または１０のアミノ酸配列を
含み、および／あるいは前記ＬＣ免疫グロブリン可変ドメイン配列が、配列番号１８もし
くは２０のアミノ酸配列、またはそれらの各々の同等物を含む、請求項１から４のいずれ
か一項に記載の抗体。
【請求項６】
　前記抗体が、モノクローナル抗体、キメラ抗体、またはヒト化抗体の群より選択され、
前記抗原結合性断片が、Ｆａｂ、Ｆ（ａｂ’）２、Ｆａｂ’、ｓｃＦｖ、およびＦｖから
なる群より選択される、請求項１から５のいずれか一項に記載の抗体。
【請求項７】
　同等物が、前記配列に対して少なくとも８０％のアミノ酸同一性を有するか、あるいは
前記ポリペプチドをコードするポリヌクレオチドもしくはその相補体に対して少なくとも
８０％同一であるか、または高ストリンジェンシーの条件下で、前記ポリヌクレオチドも
しくはその相補体とハイブリダイズするポリヌクレオチドによりコードされ、ここで高ス
トリンジェンシーの条件が、約２５℃～約３７℃のインキュベーション温度；約６倍濃度
のＳＳＣ～約１０倍濃度のＳＳＣのハイブリダイゼーション緩衝液濃度；約０％～約２５
％のホルムアミド濃度；および約４倍濃度のＳＳＣ～約８倍濃度のＳＳＣの洗浄溶液を含
む、請求項１から６のいずれか一項に記載の抗体。
【請求項８】
　請求項１から７のいずれか一項に記載の抗体、および任意選択で、検出可能な標識を含
む、単離ｅｘ　ｖｉｖｏ複合体。
【請求項９】
　請求項８に記載の複合体を含む単離ｅｘ　ｖｉｖｏ細胞。
【請求項１０】
　生物学的試料中のＨＬＡ－Ｇを検出するｉｎ　ｖｉｔｒｏ方法であって、前記試料を、
請求項１から７のいずれか一項に記載の抗体と接触させるステップと、前記抗体または前
記抗原結合性断片の、ＨＬＡ－Ｇへの結合により形成された複合体を検出するステップと
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を含む、方法。
【請求項１１】
　前記試料が、細胞試料または組織試料を含み、任意選択で、前記試料が、がんを有する
と診断されているか、がんを有すると疑われているか、またはがんを有する危険性がある
対象から得られる、請求項１０に記載の方法。
【請求項１２】
　前記がんが、前立腺がんまたは卵巣がんからなる群より選択される、請求項１１に記載
の方法。
【請求項１３】
　前記検出が、免疫組織化学（ＩＨＣ）、ウェスタンブロット法、フローサイトメトリー
、またはＥＬＩＳＡのうちの１または複数を含む、請求項１０から１２のいずれか一項に
記載の方法。
【請求項１４】
　対象、任意選択で哺乳動物から単離された試料中の病的細胞を検出する方法であって、
　（ａ）前記試料中のＨＬＡ－Ｇに結合する、請求項１から７のいずれか一項に記載の抗
体により形成された複合体を検出することにより、前記対象に由来する生物学的試料中の
ＨＬＡ－Ｇのレベルを検出するステップであって、任意選択で、前記対象に由来する生物
学的試料が、前立腺または卵巣から単離された試料のうちの１または複数を含む、ステッ
プと；
　（ｂ）ステップ（ａ）において観察されたＨＬＡ－Ｇのレベルを、対照の生物学的試料
中で観察されるＨＬＡ－Ｇのレベルと比較するステップと
を含み、
　ＨＬＡ－Ｇのレベルが、前記対照の生物学的試料中で観察されるレベルと比較して上昇
する場合に、前記病的細胞が検出され、ＨＬＡ－Ｇのレベルが、前記対照の生物学的試料
中で観察されるレベルと比較して上昇しない場合に、前記病的細胞が検出されない、
方法。
【請求項１５】
　前記検出が、免疫組織化学（ＩＨＣ）、ウェスタンブロット法、フローサイトメトリー
、またはＥＬＩＳＡのうちの１または複数を含む、請求項１４に記載の方法。
【請求項１６】
　前記哺乳動物が、マウス、ネコ科動物、イヌ科動物、ヒツジ、ウシ、サル、およびヒト
の群より選択される、請求項１４から１５のいずれか一項に記載の方法。
【請求項１７】
　ＨＬＡ－Ｇを検出するためのキットであって、請求項１から７のいずれか一項に記載の
抗体と、使用のための指示とを含む、キット。
【請求項１８】
　腫瘍試料中のＨＬＡ－Ｇを検出するｉｎ　ｖｉｔｒｏ方法であって、
　（ａ）前記試料を、請求項１～７のいずれか一項に記載の抗体と接触させるステップと
；
　（ｂ）前記抗体または前記抗原結合性断片の、ＨＬＡ－Ｇへの結合により形成された複
合体を検出するステップと
を含む、方法。
【請求項１９】
　（ａ）抗ＨＬＡ－Ｇ抗体の抗原結合性ドメイン；（ｂ）ＣＤ８αヒンジドメイン；（ｃ
）ＣＤ８α膜貫通ドメイン；（ｄ）ＣＤ２８共刺激性シグナル伝達領域および／または４
－１ＢＢ共刺激性シグナル伝達領域；ならびに（ｅ）ＣＤ３ゼータシグナル伝達ドメイン
を含む、キメラ抗原受容体（ＣＡＲ）。
【請求項２０】
　前記抗ＨＬＡ－Ｇ抗体が、請求項１から７のいずれか一項に記載の抗体である、請求項
１９に記載のＣＡＲ。
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【請求項２１】
　検出可能なマーカーまたは精製マーカーをさらに含む、請求項１９または２０に記載の
ＣＡＲ。
【請求項２２】
　請求項１９から２１のいずれか一項に記載のＣＡＲをコードする単離核酸配列またはそ
の相補体またはそれらの各々の同等物。
【請求項２３】
　抗ＨＬＡ－Ｇ抗体の抗原結合性ドメインまたはＨＬＡ－Ｇリガンドの上流に配置された
Ｋｏｚａｋコンセンサス配列、および／あるいは抗生物質耐性ポリヌクレオチドをさらに
含む、請求項２２に記載の単離核酸。
【請求項２４】
　その同等物が、前記核酸に対して少なくとも８０％の核酸同一性を有するポリヌクレオ
チド、または前記核酸の相補体もしくは前記核酸と高ストリンジェンシーの条件下でハイ
ブリダイズするポリヌクレオチドを含み、ここで高ストリンジェンシーの条件が、約２５
℃～約３７℃のインキュベーション温度；約６倍濃度のＳＳＣ～約１０倍濃度のＳＳＣの
ハイブリダイゼーション緩衝液濃度；約０％～約２５％のホルムアミド濃度；および約４
倍濃度のＳＳＣ～約８倍濃度のＳＳＣの洗浄溶液を含む、請求項２２または２３に記載の
単離核酸。
【請求項２５】
　請求項２２から２４のいずれか一項に記載の単離核酸配列を含むベクター。
【請求項２６】
　請求項１９から２１のいずれか一項に記載のＣＡＲ；および／または請求項２２から２
４のいずれか一項に記載の単離核酸；および／または請求項２５に記載のベクターを含む
単離細胞。
【請求項２７】
　Ｔ細胞またはＮＫ細胞である、請求項２６に記載の単離細胞。
【請求項２８】
　請求項１から７のいずれか一項に記載の単離抗体をコードする単離核酸またはその相補
体。
【請求項２９】
　担体と、請求項１９から２１のいずれか一項に記載のＣＡＲを含む単離細胞；および／
または請求項２２から２４もしくは２８のいずれか一項に記載の単離核酸；および／また
は請求項２５に記載のベクター；および／または請求項２６もしくは２７に記載の単離細
胞；および／または請求項１から７のいずれか一項に記載の抗体；および／または請求項
８に記載の複合体のうちの１または複数とを含む、組成物。
【請求項３０】
　ＨＬＡ－Ｇ　ＣＡＲ発現細胞を作製する方法であって、
　（ｉ）単離細胞の集団に、請求項１９から２１のいずれか一項に記載のＣＡＲをコード
する核酸配列を形質導入するステップと；
　（ｉｉ）ステップ（ｉ）の前記核酸配列の形質導入に成功した、前記単離細胞の亜集団
を選択し、これにより、ＨＬＡ－Ｇ　ＣＡＲ発現細胞を作製するステップと
を含む、方法。
【請求項３１】
　腫瘍の増殖の阻害を必要とする対象、任意選択でヒト対象における腫瘍の増殖を阻害す
る、および／またはがんの処置を必要とする患者、任意選択でヒト患者におけるがんを処
置するための、請求項２６または２７に記載の単離細胞を含む、組成物。
【請求項３２】
　前記単離細胞が、処置される前記対象に対して自家である、請求項３１に記載の組成物
。
【請求項３３】
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　前記腫瘍が、充実性腫瘍、任意選択で、甲状腺腫瘍、卵巣腫瘍、または前立腺がん腫瘍
である、および／または前記がんが、甲状腺腫瘍、卵巣腫瘍、または前立腺がん腫瘍であ
る、請求項３２に記載の組成物。
【請求項３４】
　腫瘍細胞またはがん細胞が、ＨＬＡ－Ｇを発現または過剰発現させる、請求項３１から
３３のいずれか一項に記載の組成物。
【請求項３５】
　患者が、ＨＬＡ－Ｇ　ＣＡＲ療法に応答する可能性が高いのか、高くないのかを決定す
るための、抗ＨＬＡ－Ｇ抗体を含む組成物であって、前記組成物が、前記患者から単離さ
れた腫瘍試料と接触させられ、前記腫瘍試料に結合した任意の抗体の存在が検出されるこ
とを特徴とし、前記腫瘍試料に結合した抗体の存在は、前記患者が、前記ＨＬＡ－Ｇ　Ｃ
ＡＲ療法に応答する可能性が高いことを指し示し、前記腫瘍試料に結合した抗体の非存在
は、前記患者が、前記ＨＬＡ－Ｇ療法に応答する可能性が高くないことを指し示す、組成
物。
【請求項３６】
　前記ＨＬＡ－Ｇ　ＣＡＲ療法が、前記ＨＬＡ－Ｇ　ＣＡＲ療法に応答する可能性が高い
と決定された前記患者へと投与されることを特徴とする、請求項３５に記載の組成物。
 
 
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１５】
　本開示のさらなる態様は、担体と、本明細書で開示される実施形態において記載される
生成物のうちの１または複数とを含む組成物に関する。一部の態様では、本開示は、担体
と、ＨＬＡ－Ｇ抗体；および／またはＨＬＡ－Ｇ　ＣＡＲ；および／またはＨＬＡ－Ｇ抗
体もしくはＨＬＡ－Ｇ　ＣＡＲをコードする単離核酸；および／またはＨＬＡ－Ｇ抗体も
しくはＨＬＡ－Ｇ　ＣＡＲをコードする単離核酸配列を含むベクター；および／またはＨ
ＬＡ－Ｇ　ＣＡＲを含む単離細胞のうちの１または複数とを含む組成物を提示する。
　本発明は、例えば、以下の項目を提供する。
（項目１）
　重鎖（ＨＣ）免疫グロブリン可変ドメイン配列と、軽鎖（ＬＣ）免疫グロブリン可変ド
メイン配列とを含む単離抗体であって、アミノ酸配列：
ＧＳＨＳＭＲＹＦＳＡ　ＡＶＳＲＰＧＲＧＥＰ　ＲＦＩＡＭＧＹＶＤＤ　ＴＱＦＶＲＦＤ
ＳＤＳ　ＡＣＰＲＭＥＰＲＡＰ　ＷＶＥＱＥＧＰＥＹＷ　ＥＥＥＴＲＮＴＫＡＨ　ＡＱＴ
ＤＲＭＮＬＱＴ　ＬＲＧＹＹＮＱＳＥＡ　ＳＳＨＴＬＱＷＭＩＧ　ＣＤＬＧＳＤＧＲＬＬ
　ＲＧＹＥＱＹＡＹＤＧ　ＫＤＹＬＡＬＮＥＤＬ　ＲＳＷＴＡＡＤＴＡＡ　ＱＩＳＫＲＫ
ＣＥＡＡ　ＮＶＡＥＱＲＲＡＹＬ　ＥＧＴＣＶＥＷＨＬＡ－Ｇ　ＹＬＥＮＧＫＥＭＬＱ　
ＲＡＤＰＰＫＴＨＶＴ　ＨＨＰＶＦＤＹＥＡＴ　ＬＲＣＷＡＬＧＦＹＰ　ＡＥＩＩＬＴＷ
ＱＲＤ　ＧＥＤＱＴＱＤＶＥＬ　ＶＥＴＲＰＡＧＤＧＴ　ＦＱＫＷＡＡＶＶＶＰ　ＳＧＥ
ＥＱＲＹＴＣＨ　ＶＱＨＥＧＬＰＥＰＬ　ＭＬＲＷＫＱＳＳＬＰ　ＴＩＰＩＭＧＩ　ＶＡ
ＧＬＶＶＬＡＡＶ　ＶＴＧＡＡＶＡＡＶＬ　ＷＲＫＫＳＳＤ（配列番号３０）、またはそ
の同等物を含む、ＨＬＡ－Ｇのエピトープに結合し、ここで同等物は、配列番号３０に対
して少なくとも８０％のアミノ酸同一性を有するか、あるいは配列番号３０をコードする
ポリヌクレオチドもしくはその相補体に対して少なくとも８０％同一であるか、または高
ストリンジェンシーの条件下で、前記ポリヌクレオチドもしくはその相補体とハイブリダ
イズするポリヌクレオチドによりコードされ、ここで高ストリンジェンシーの条件が、約
２５℃～約３７℃のインキュベーション温度；約６倍濃度のＳＳＣ～約１０倍濃度のＳＳ
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Ｃのハイブリダイゼーション緩衝液濃度；約０％～約２５％のホルムアミド濃度；および
約４倍濃度のＳＳＣ～約８倍濃度のＳＳＣの洗浄溶液を含む、単離抗体。
（項目２）
　（ａ）前記ＨＣが、ＣＤＲＨ３配列ＡＲＳＹＹＧＧＦＡＹ（配列番号５）もしくはＶＲ
ＧＧＹＷＳＦＤＶ（配列番号６）、またはそれらの各々の同等物を含むか；あるいは
　（ｂ）前記ＬＣが、ＣＤＲＬ３配列ＱＨＳＲＥＬＰＲＴ（配列番号１５）もしくはＭＱ
ＨＬＥＹＰＹＴ（配列番号１６）、またはそれらの各々の同等物を含むか；あるいは
　（ｃ）前記ＨＣが、ＣＤＲＨ３配列ＡＲＳＹＹＧＧＦＡＹ（配列番号５）またはＶＲＧ
ＧＹＷＳＦＤＶ（配列番号６）を含み、かつ、前記ＬＣが、ＱＨＳＲＥＬＰＲＴ（配列番
号１５）もしくはＭＱＨＬＥＹＰＹＴ（配列番号１６）、またはそれらの各々の同等物を
含み；
　（ｄ）同等物が、前記配列に対して少なくとも８０％のアミノ酸同一性を有するか、あ
るいは前記ポリペプチドをコードするポリヌクレオチドもしくはその相補体に対して少な
くとも８０％同一であるか、または高ストリンジェンシーの条件下で、前記ポリヌクレオ
チドもしくはその相補体とハイブリダイズするポリヌクレオチドによりコードされ、ここ
で高ストリンジェンシーの条件が、約２５℃～約３７℃のインキュベーション温度；約６
倍濃度のＳＳＣ～約１０倍濃度のＳＳＣのハイブリダイゼーション緩衝液濃度；約０％～
約２５％のホルムアミド濃度；および約４倍濃度のＳＳＣ～約８倍濃度のＳＳＣの洗浄溶
液を含む、
項目１に記載の抗体。
（項目３）
　前記ＨＣが、ＣＤＲＨ２配列ＩＤＰＡＮＧＮＴ（配列番号３）もしくはＩＲＳＫＳＮＮ
ＹＡＴ（配列番号４）、またはそれらの各々の同等物をさらに含み、同等物が、前記配列
に対して少なくとも８０％のアミノ酸同一性を有するか、あるいは前記ポリペプチドをコ
ードするポリヌクレオチドもしくはその相補体に対して少なくとも８０％同一であるか、
または高ストリンジェンシーの条件下で、前記ポリヌクレオチドもしくはその相補体とハ
イブリダイズするポリヌクレオチドによりコードされ、ここで高ストリンジェンシーの条
件が、約２５℃～約３７℃のインキュベーション温度；約６倍濃度のＳＳＣ～約１０倍濃
度のＳＳＣのハイブリダイゼーション緩衝液濃度；約０％～約２５％のホルムアミド濃度
；および約４倍濃度のＳＳＣ～約８倍濃度のＳＳＣの洗浄溶液を含む、項目１または２に
記載の抗体。
（項目４）
　前記ＨＣが、ＣＤＲＨ１配列ＧＦＮＩＫＤＴＹ（配列番号１）もしくはＧＦＴＦＮＴＹ
Ａ（配列番号２）、またはそれらの各々の同等物をさらに含み、同等物が、前記配列に対
して少なくとも８０％のアミノ酸同一性を有するか、あるいは前記ポリペプチドをコード
するポリヌクレオチドもしくはその相補体に対して少なくとも８０％同一であるか、また
は高ストリンジェンシーの条件下で、前記ポリヌクレオチドもしくはその相補体とハイブ
リダイズするポリヌクレオチドによりコードされ、ここで高ストリンジェンシーの条件が
、約２５℃～約３７℃のインキュベーション温度；約６倍濃度のＳＳＣ～約１０倍濃度の
ＳＳＣのハイブリダイゼーション緩衝液濃度；約０％～約２５％のホルムアミド濃度；お
よび約４倍濃度のＳＳＣ～約８倍濃度のＳＳＣの洗浄溶液を含む、項目１から３のいずれ
か一項に記載の抗体。
（項目５）
　前記ＬＣが、ＣＤＲＬ２配列ＬＶＳ（配列番号１３）もしくはＲＭＳ（配列番号１４）
またはそれらの各々の同等物をさらに含み、同等物が、前記配列に対して少なくとも８０
％のアミノ酸同一性を有するか、あるいは前記ポリペプチドをコードするポリヌクレオチ
ドもしくはその相補体に対して少なくとも８０％同一であるか、または高ストリンジェン
シーの条件下で、前記ポリヌクレオチドもしくはその相補体とハイブリダイズするポリヌ
クレオチドによりコードされ、ここで高ストリンジェンシーの条件が、約２５℃～約３７
℃のインキュベーション温度；約６倍濃度のＳＳＣ～約１０倍濃度のＳＳＣのハイブリダ
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イゼーション緩衝液濃度；約０％～約２５％のホルムアミド濃度；および約４倍濃度のＳ
ＳＣ～約８倍濃度のＳＳＣの洗浄溶液を含む、項目１から４のいずれか一項に記載の抗体
。
（項目６）
　前記ＬＣが、ＣＤＲＬ１配列ＫＳＶＳＴＳＧＹＳＹ（配列番号１１）もしくはＫＳＬＬ
ＨＳＮＧＮＴＹ（配列番号１２）、またはそれらの各々の同等物をさらに含み、同等物が
、前記配列に対して少なくとも８０％のアミノ酸同一性を有するか、あるいは前記ポリペ
プチドをコードするポリヌクレオチドもしくはその相補体に対して少なくとも８０％同一
であるか、または高ストリンジェンシーの条件下で、前記ポリヌクレオチドもしくはその
相補体とハイブリダイズするポリヌクレオチドによりコードされ、ここで高ストリンジェ
ンシーの条件が、約２５℃～約３７℃のインキュベーション温度；約６倍濃度のＳＳＣ～
約１０倍濃度のＳＳＣのハイブリダイゼーション緩衝液濃度；約０％～約２５％のホルム
アミド濃度；および約４倍濃度のＳＳＣ～約８倍濃度のＳＳＣの洗浄溶液を含む、項目１
から５のいずれか一項に記載の抗体。
（項目７）
　前記ＨＣが、
　（ａ）アミノ酸配列ＧＦＮＩＫＤＴＹ（配列番号１）もしくはＧＦＴＦＮＴＹＡ（配列
番号２）、もしくはそれらの各々の同等物を含むＨＣ　ＣＤＲＨ１；および／または
　（ｂ）アミノ酸配列ＩＤＰＡＮＧＮＴ（配列番号３）もしくはＩＲＳＫＳＮＮＹＡＴ（
配列番号４）、もしくはそれらの各々の同等物を含むＨＣ　ＣＤＲＨ２；および／または
　（ｃ）アミノ酸配列ＡＲＳＹＹＧＧＦＡＹ（配列番号５）もしくはＶＲＧＧＹＷＳＦＤ
Ｖ（配列番号６）、もしくはそれらの各々の同等物を含むＨＣ　ＣＤＲＨ３
を含み；
　（ｄ）同等物が、前記配列に対して少なくとも８０％のアミノ酸同一性を有するか、あ
るいは前記ポリペプチドをコードするポリヌクレオチドもしくはその相補体に対して少な
くとも８０％同一であるか、または高ストリンジェンシーの条件下で、前記ポリヌクレオ
チドもしくはその相補体とハイブリダイズするポリヌクレオチドによりコードされ、ここ
で高ストリンジェンシーの条件が、約２５℃～約３７℃のインキュベーション温度；約６
倍濃度のＳＳＣ～約１０倍濃度のＳＳＣのハイブリダイゼーション緩衝液濃度；約０％～
約２５％のホルムアミド濃度；および約４倍濃度のＳＳＣ～約８倍濃度のＳＳＣの洗浄溶
液を含み；かつ／あるいは
　前記ＬＣが、
　（ａ）アミノ酸配列ＫＳＶＳＴＳＧＹＳＹ（配列番号１１）もしくはＫＳＬＬＨＳＮＧ
ＮＴＹ（配列番号１２）、もしくはそれらの各々の同等物を含むＬＣ　ＣＤＲ１；および
／または
　（ｂ）アミノ酸配列ＬＶＳ（配列番号１３）もしくはＲＭＳ（配列番号１４）、もしく
はそれらの各々の同等物を含むＬＣ　ＣＤＲ２；および／または
　（ｃ）アミノ酸配列ＱＨＳＲＥＬＰＲＴ（配列番号１５）もしくはＭＱＨＬＥＹＰＹＴ
（配列番号１６）、もしくはそれらの各々の同等物を含むＬＣ　ＣＤＲ３
を含み；
　（ｄ）同等物が、前記配列に対して少なくとも８０％のアミノ酸同一性を有するか、あ
るいは前記ポリペプチドをコードするポリヌクレオチドもしくはその相補体に対して少な
くとも８０％同一であるか、または高ストリンジェンシーの条件下で、前記ポリヌクレオ
チドもしくはその相補体とハイブリダイズするポリヌクレオチドによりコードされ、ここ
で高ストリンジェンシーの条件が、約２５℃～約３７℃のインキュベーション温度；約６
倍濃度のＳＳＣ～約１０倍濃度のＳＳＣのハイブリダイゼーション緩衝液濃度；約０％～
約２５％のホルムアミド濃度；および約４倍濃度のＳＳＣ～約８倍濃度のＳＳＣの洗浄溶
液を含む、項目１から６のいずれか一項に記載の抗体。
（項目８）
　前記ＨＣが、
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　（ａ）アミノ酸配列ＧＦＮＩＫＤＴＹ（配列番号１）もしくはＧＦＴＦＮＴＹＡ（配列
番号２）、もしくはそれらの各々の同等物を含むＨＣ　ＣＤＲＨ１；および／または
　（ｂ）アミノ酸配列ＩＤＰＡＮＧＮＴ（配列番号３）もしくはＩＲＳＫＳＮＮＹＡＴ（
配列番号４）、もしくはそれらの各々の同等物を含むＨＣ　ＣＤＲＨ２；および／または
　（ｃ）アミノ酸配列ＡＲＳＹＹＧＧＦＡＹ（配列番号５）もしくはＶＲＧＧＹＷＳＦＤ
Ｖ（配列番号６）、もしくはそれらの各々の同等物を含むＨＣ　ＣＤＲＨ３
を含み；
　（ｄ）同等物が、前記配列に対して少なくとも８０％のアミノ酸同一性を有するか、あ
るいは前記ポリペプチドをコードするポリヌクレオチドもしくはその相補体に対して少な
くとも８０％同一であるか、または高ストリンジェンシーの条件下で、前記ポリヌクレオ
チドもしくはその相補体とハイブリダイズするポリヌクレオチドによりコードされ、ここ
で高ストリンジェンシーの条件が、約２５℃～約３７℃のインキュベーション温度；約６
倍濃度のＳＳＣ～約１０倍濃度のＳＳＣのハイブリダイゼーション緩衝液濃度；約０％～
約２５％のホルムアミド濃度；および約４倍濃度のＳＳＣ～約８倍濃度のＳＳＣの洗浄溶
液を含み；かつ／あるいは
　前記ＬＣが、
　（ａ）アミノ酸ＫＳＶＳＴＳＧＹＳＹ（配列番号１１）もしくはＫＳＬＬＨＳＮＧＮＴ
Ｙ（配列番号１２）、もしくはそれらの各々の同等物を含むＬＣ　ＣＤＲＬ１；および／
または
　（ｂ）アミノ酸配列ＬＶＳ（配列番号１３）もしくはＲＭＳ（配列番号１４）、もしく
はそれらの各々の同等物を含むＬＣ　ＣＤＲＬ２；および／または
　（ｃ）アミノ酸配列ＱＨＳＲＥＬＰＲＴ（配列番号１５）もしくはＭＱＨＬＥＹＰＹＴ
（配列番号１６）、もしくはそれらの各々の同等物を含むＬＣ　ＣＤＲＬ３
を含み；
　（ｄ）同等物が、前記配列に対して少なくとも８０％のアミノ酸同一性を有するか、あ
るいは前記ポリペプチドをコードするポリヌクレオチドもしくはその相補体に対して少な
くとも８０％同一であるか、または高ストリンジェンシーの条件下で、前記ポリヌクレオ
チドもしくはその相補体とハイブリダイズするポリヌクレオチドによりコードされ、ここ
で高ストリンジェンシーの条件が、約２５℃～約３７℃のインキュベーション温度；約６
倍濃度のＳＳＣ～約１０倍濃度のＳＳＣのハイブリダイゼーション緩衝液濃度；約０％～
約２５％のホルムアミド濃度；および約４倍濃度のＳＳＣ～約８倍濃度のＳＳＣの洗浄溶
液を含む、項目１から６のいずれか一項に記載の抗体。
（項目９）
　前記ＨＣ免疫グロブリン可変ドメイン配列が、配列番号８もしくは１０のアミノ酸配列
、またはそれらの各々の同等物を含み、同等物が、前記配列に対して少なくとも８０％の
アミノ酸同一性を有するか、あるいは前記ポリペプチドをコードするポリヌクレオチドも
しくはその相補体に対して少なくとも８０％同一であるか、または高ストリンジェンシー
の条件下で、前記ポリヌクレオチドもしくはその相補体とハイブリダイズするポリヌクレ
オチドによりコードされ、ここで高ストリンジェンシーの条件が、約２５℃～約３７℃の
インキュベーション温度；約６倍濃度のＳＳＣ～約１０倍濃度のＳＳＣのハイブリダイゼ
ーション緩衝液濃度；約０％～約２５％のホルムアミド濃度；および約４倍濃度のＳＳＣ
～約８倍濃度のＳＳＣの洗浄溶液を含む、項目１から８のいずれか一項に記載の抗体。
（項目１０）
　前記ＬＣ免疫グロブリン可変ドメイン配列が、配列番号１８もしくは２０のアミノ酸配
列、またはそれらの各々の同等物を含み、同等物が、前記配列に対して少なくとも８０％
のアミノ酸同一性を有するか、あるいは前記ポリペプチドをコードするポリヌクレオチド
もしくはその相補体に対して少なくとも８０％同一であるか、または高ストリンジェンシ
ーの条件下で、前記ポリヌクレオチドもしくはその相補体とハイブリダイズするポリヌク
レオチドによりコードされ、ここで高ストリンジェンシーの条件が、約２５℃～約３７℃
のインキュベーション温度；約６倍濃度のＳＳＣ～約１０倍濃度のＳＳＣのハイブリダイ
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ゼーション緩衝液濃度；約０％～約２５％のホルムアミド濃度；および約４倍濃度のＳＳ
Ｃ～約８倍濃度のＳＳＣの洗浄溶液を含む、項目１から９のいずれか一項に記載の抗体。
（項目１１）
　前記ＨＣ免疫グロブリン可変ドメイン配列が、配列番号８または１０のアミノ酸配列を
含み、前記ＬＣ免疫グロブリン可変ドメイン配列が、配列番号１８もしくは２０のアミノ
酸配列、またはそれらの各々の同等物を含み、同等物が、前記配列に対して少なくとも８
０％のアミノ酸同一性を有するか、あるいは前記ポリペプチドをコードするポリヌクレオ
チドもしくはその相補体に対して少なくとも８０％同一であるか、または高ストリンジェ
ンシーの条件下で、前記ポリヌクレオチドもしくはその相補体とハイブリダイズするポリ
ヌクレオチドによりコードされ、ここで高ストリンジェンシーの条件が、約２５℃～約３
７℃のインキュベーション温度；約６倍濃度のＳＳＣ～約１０倍濃度のＳＳＣのハイブリ
ダイゼーション緩衝液濃度；約０％～約２５％のホルムアミド濃度；および約４倍濃度の
ＳＳＣ～約８倍濃度のＳＳＣの洗浄溶液を含む、項目１から１０のいずれか一項に記載の
抗体。
（項目１２）
　モノクローナル抗体、キメラ抗体、またはヒト化抗体の群より選択される、項目１から
１１のいずれか一項に記載の抗体。
（項目１３）
　Ｆａｂ、Ｆ（ａｂ’）２、Ｆａｂ’、ｓｃＦｖ、およびＦｖからなる群より選択される
、項目１から１２のいずれか一項に記載の抗体の抗原結合性断片。
（項目１４）
　項目１から１２のいずれか一項に記載の抗体、または項目１３に記載の抗原結合性断片
、および任意選択で、検出可能な標識を含む、単離ｅｘ　ｖｉｖｏ複合体。
（項目１５）
　項目１４に記載の複合体を含む単離ｅｘ　ｖｉｖｏ細胞。
（項目１６）
　生物学的試料中のＨＬＡ－Ｇを検出する方法であって、前記試料を、項目１から１２の
いずれか一項に記載の抗体、または項目１３に記載の抗原結合性断片と接触させるステッ
プと、前記抗体または前記抗原結合性断片の、ＨＬＡ－Ｇへの結合により形成された複合
体を検出するステップとを含む、方法。
（項目１７）
　前記試料が、細胞試料または組織試料を含む、項目１６に記載の方法。
（項目１８）
　前記試料を、がんを有すると診断されているか、がんを有すると疑われているか、また
はがんを有する危険性がある対象から得る、項目１６に記載の方法。
（項目１９）
　前記がんが、前立腺がんまたは卵巣がんからなる群より選択される、項目１８に記載の
方法。
（項目２０）
　前記検出が、免疫組織化学（ＩＨＣ）、ウェスタンブロット法、フローサイトメトリー
、またはＥＬＩＳＡのうちの１または複数を含む、項目１６に記載の方法。
（項目２１）
　対象から単離された試料中の病的細胞を検出する方法であって、
　（ａ）前記試料中のＨＬＡ－Ｇに結合する、項目１から１２のいずれか一項に記載の抗
体または抗原結合性断片により形成された複合体を検出することにより、前記対象に由来
する生物学的試料中のＨＬＡ－Ｇのレベルを検出するステップと；
　（ｂ）ステップ（ａ）において観察されたＨＬＡ－Ｇのレベルを、対照の生物学的試料
中で観察されるＨＬＡ－Ｇのレベルと比較するステップと
を含み、
　ＨＬＡ－Ｇのレベルが、前記対照の生物学的試料中で観察されるレベルと比較して上昇
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する場合に、前記病的細胞が検出され、ＨＬＡ－Ｇのレベルが、前記対照の生物学的試料
中で観察されるレベルと比較して上昇しない場合に、前記病的細胞が検出されない、
方法。
（項目２２）
　前記対象の生物学的試料が、前立腺または卵巣から単離された試料のうちの１または複
数を含む、項目２１に記載の方法。
（項目２３）
　前記検出が、免疫組織化学（ＩＨＣ）、ウェスタンブロット法、フローサイトメトリー
、またはＥＬＩＳＡのうちの１または複数を含む、項目２１に記載の方法。
（項目２４）
　前記生物学的試料を、前記対象から単離するステップをさらに含む、項目２１から２３
のいずれか一項に記載の方法。
（項目２５）
　前記対象が、哺乳動物である、項目２４に記載の方法。
（項目２６）
　前記哺乳動物が、マウス、ネコ科動物、イヌ科動物、ヒツジ、ウシ、サル、およびヒト
の群より選択される、項目２５に記載の方法。
（項目２７）
　項目１から１２のいずれか一項に記載の抗体と同じエピトープ特異性を有する、ＨＬＡ
－Ｇ特異的抗体またはその抗原結合性断片。
（項目２８）
　ＨＬＡ－Ｇを検出するためのキットであって、項目１から１２のいずれか一項に記載の
抗体、または項目１３に記載の抗原結合性断片と、使用のための指示とを含む、キット。
（項目２９）
　腫瘍試料中のＨＬＡ－Ｇを検出する方法であって、
　（ａ）前記試料を、抗体または前記抗体の抗原結合性断片と接触させるステップであっ
て、前記抗体は、重鎖（ＨＣ）免疫グロブリン可変ドメイン配列と、軽鎖（ＬＣ）免疫グ
ロブリン可変ドメイン配列とを含み、前記抗体は、
　　前記ＨＣが、
　　（ｉ）アミノ酸配列ＧＦＮＩＫＤＴＹ（配列番号１）もしくはＧＦＴＦＮＴＹＡ（配
列番号２）、またはそれらの各々の同等物を含むＨＣ　ＣＤＲＨ１；および
　　（ｉｉ）アミノ酸配列ＩＤＰＡＮＧＮＴ（配列番号３）もしくはＩＲＳＫＳＮＮＹＡ
Ｔ（配列番号４）、またはそれらの各々の同等物を含むＨＣ　ＣＤＲＨ２；および
　　（ｉｉｉ）アミノ酸配列ＡＲＳＹＹＧＧＦＡＹ（配列番号５）もしくはＶＲＧＧＹＷ
ＳＦＤＶ（配列番号６）、またはそれらの各々の同等物を含むＨＣ　ＣＤＲＨ３
を含み；
　　（ｉｖ）同等物が、前記配列に対して少なくとも８０％のアミノ酸同一性を有するか
、または前記ポリペプチドをコードするポリヌクレオチドもしくはその相補体に対して少
なくとも８０％同一であるか、または高ストリンジェンシーの条件下で、前記ポリヌクレ
オチドもしくはその相補体とハイブリダイズするポリヌクレオチドによりコードされ、こ
こで高ストリンジェンシーの条件が、約２５℃～約３７℃のインキュベーション温度；約
６倍濃度のＳＳＣ～約１０倍濃度のＳＳＣのハイブリダイゼーション緩衝液濃度；約０％
～約２５％のホルムアミド濃度；および約４倍濃度のＳＳＣ～約８倍濃度のＳＳＣの洗浄
溶液を含み；
　　前記ＬＣが、
　　（ｉ）アミノ酸ＫＳＶＳＴＳＧＹＳＹ（配列番号１１）もしくはＫＳＬＬＨＳＮＧＮ
ＴＹ（配列番号１２）、またはそれらの各々の同等物を含むＬＣ　ＣＤＲＬ１；および
　　（ｉｉ）アミノ酸配列ＬＶＳ（配列番号１３）もしくはＲＭＳ（配列番号１４）、ま
たはそれらの各々の同等物を含むＬＣ　ＣＤＲＬ２；および
　　（ｉｉｉ）アミノ酸配列ＱＨＳＲＥＬＰＲＴ（配列番号１５）もしくはＭＱＨＬＥＹ
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ＰＹＴ（配列番号１６）、またはそれらの各々の同等物を含むＬＣ　ＣＤＲＬ３
を含み；
　　（ｉｖ）同等物が、前記配列に対して少なくとも８０％のアミノ酸同一性を有するか
、あるいは前記ポリペプチドをコードするポリヌクレオチドもしくはその相補体に対して
少なくとも８０％同一であるか、または高ストリンジェンシーの条件下で、前記ポリヌク
レオチドもしくはその相補体とハイブリダイズするポリヌクレオチドによりコードされ、
ここで高ストリンジェンシーの条件が、約２５℃～約３７℃のインキュベーション温度；
約６倍濃度のＳＳＣ～約１０倍濃度のＳＳＣのハイブリダイゼーション緩衝液濃度；約０
％～約２５％のホルムアミド濃度；および約４倍濃度のＳＳＣ～約８倍濃度のＳＳＣの洗
浄溶液を含む、
アミノ酸配列を含み、ヒトＨＬＡ－Ｇのエピトープに結合する、ステップと；
　（ｂ）前記抗体または前記抗原結合性断片の、ＨＬＡ－Ｇへの結合により形成された複
合体を検出するステップと
を含む、方法。
（項目３０）
　（ａ）抗ＨＬＡ－Ｇ抗体の抗原結合性ドメイン；（ｂ）ＣＤ８αヒンジドメイン；（ｃ
）ＣＤ８α膜貫通ドメイン；（ｄ）ＣＤ２８共刺激性シグナル伝達領域および／または４
－１ＢＢ共刺激性シグナル伝達領域；ならびに（ｅ）ＣＤ３ゼータシグナル伝達ドメイン
を含む、キメラ抗原受容体（ＣＡＲ）。
（項目３１）
　抗ＨＬＡ－Ｇ重鎖可変領域、および前記抗ＨＬＡ－Ｇ抗体の前記抗原結合性ドメインを
含む抗ＨＬＡ－Ｇ軽鎖可変領域を含む、項目３０に記載のＣＡＲ。
（項目３２）
　前記抗ＨＬＡ－Ｇ重鎖可変領域と、前記抗ＨＬＡ－Ｇ軽鎖可変領域との間に配置された
リンカーポリペプチドをさらに含む、項目３１に記載のＣＡＲ。
（項目３３）
　前記抗ＨＬＡ－Ｇ重鎖可変領域が、配列番号１～６またはそれらの各々の同等物のうち
のいずれか１つを含むＣＤＲ領域を含む、項目３１または３２に記載のＣＡＲ。
（項目３４）
　前記抗ＨＬＡ－Ｇ重鎖可変領域が、配列番号７～１０またはそれらの各々の同等物のう
ちのいずれか１つを含む、項目３１または３２に記載のＣＡＲ。
（項目３５）
　前記抗ＨＬＡ－Ｇ軽鎖可変領域が、配列番号１１～１６またはそれらの各々の同等物の
うちのいずれか１つを含むＣＤＲ領域を含む、項目３１または３２に記載のＣＡＲ。
（項目３６）
　前記抗ＨＬＡ－Ｇ軽鎖可変領域が、配列番号１７～２０またはそれらの各々の同等物の
うちのいずれか１つを含むＣＤＲ領域を含む、項目３１または３２に記載のＣＡＲ。
（項目３７）
　前記抗ＨＬＡ－Ｇ重鎖可変領域および前記抗ＨＬＡ－Ｇ軽鎖可変領域が、グリシン－セ
リンリンカーによって接続される、項目３１から３６のいずれか一項に記載のＣＡＲ。
（項目３８）
　検出可能なマーカーまたは精製マーカーをさらに含む、前記項目のいずれかに記載のＣ
ＡＲ。
（項目３９）
　同等物が、ポリペプチドに対して少なくとも８０％のアミノ酸同一性を有するポリペプ
チド、または前記ポリペプチドをコードするポリヌクレオチドの相補体と高ストリンジェ
ンシーの条件下でハイブリダイズするポリヌクレオチドによりコードされるポリペプチド
を含み、ここで高ストリンジェンシーの条件が、約２５℃～約３７℃のインキュベーショ
ン温度；約６倍濃度のＳＳＣ～約１０倍濃度のＳＳＣのハイブリダイゼーション緩衝液濃
度；約０％～約２５％のホルムアミド濃度；および約４倍濃度のＳＳＣ～約８倍濃度のＳ



(13) JP 2018-511319 A5 2019.5.9

ＳＣの洗浄溶液を含む、項目３３から３８のいずれか一項に記載のＣＡＲ。
（項目４０）
　項目３０から３９のいずれか一項に記載のＣＡＲをコードする単離核酸配列またはその
相補体またはそれらの各々の同等物。
（項目４１）
　抗ＨＬＡ－Ｇ抗体の抗原結合性ドメインまたはＨＬＡ－Ｇリガンドの上流に配置された
Ｋｏｚａｋコンセンサス配列をさらに含む、項目４０に記載の単離核酸。
（項目４２）
　抗生物質耐性ポリヌクレオチドをさらに含む、項目４０または４１に記載の単離核酸配
列。
（項目４３）
　項目４０から４２のいずれか一項に記載の単離核酸配列を含むベクター。
（項目４４）
　プラスミドである、項目４３に記載のベクター。
（項目４５）
　レンチウイルスベクターである、項目４３に記載のベクター。
（項目４６）
　項目３０から３９のいずれか一項に記載のＣＡＲ；および／または項目４０から４２の
いずれか一項に記載の単離核酸；および／または項目４３から４５のいずれか一項に記載
のベクターを含む単離細胞。
（項目４７）
　Ｔ細胞である、項目４６に記載の単離細胞。
（項目４８）
　ＮＫ細胞である、項目４６に記載の単離細胞。
（項目４９）
　項目１から２９のいずれか一項に記載の単離抗体をコードする単離核酸またはその相補
体。
（項目５０）
　担体と、項目３０から３９のいずれか一項に記載のＣＡＲを含む単離細胞；および／
または項目４０から４２もしくは４９のいずれか一項に記載の単離核酸；および／または
項目４３から４５のいずれか一項に記載のベクター；および／または項目４６から４８も
しくは１５のいずれか一項に記載の単離細胞；および／または項目１から１２のいずれか
一項に記載の抗体；および／または項目１３に記載の抗原結合性断片；および／または項
目１４に記載の複合体のうちの１または複数とを含む、組成物。
（項目５１）
　ＨＬＡ－Ｇ　ＣＡＲ発現細胞を作製する方法であって、
　（ｉ）単離細胞の集団に、項目３０から４９のいずれか一項に記載のＣＡＲをコードす
る核酸配列を形質導入するステップと；
　（ｉｉ）ステップ（ｉ）の前記核酸配列の形質導入に成功した、前記単離細胞の亜集団
を選択し、これにより、ＨＬＡ－Ｇ　ＣＡＲ発現細胞を作製するステップと
を含む、方法。
（項目５２）
　前記単離細胞が、Ｔ細胞およびＮＫ細胞からなる群より選択される、項目５１に記載の
方法。
（項目５３）
　腫瘍の増殖の阻害を必要とする対象における腫瘍の増殖を阻害する方法であって、前記
対象へと、有効量の、項目４６から４８に記載の単離細胞を投与するステップを含む、方
法。
（項目５４）
　前記単離細胞が、処置される前記対象に対して自家である、項目５３に記載の方法。
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（項目５５）
　前記腫瘍が、充実性腫瘍、任意選択で、甲状腺腫瘍、卵巣腫瘍、または前立腺がん腫瘍
である、項目５３または５４に記載の方法。
（項目５６）
　前記腫瘍が、充実性腫瘍である、項目５３から５５のいずれか一項に記載の方法。
（項目５７）
　腫瘍細胞が、ＨＬＡ－Ｇを発現または過剰発現させる、項目５３から５６のいずれか一
項に記載の方法。
（項目５８）
　処置を必要とするがん患者を処置する方法であって、対象へと、有効量の、項目４６か
ら４８に記載の単離細胞を投与するステップを含む、方法。
（項目５９）
　前記単離細胞が、処置される前記対象に対して自家である、項目５８に記載の方法。
（項目６０）
　腫瘍が、甲状腺がん、卵巣がん、または前立腺がんである、項目５８または５９に記載
の方法。
（項目６１）
　がん細胞が、ＨＬＡ－Ｇを発現または過剰発現させる、項目５８から６０のいずれか一
項に記載の方法。
（項目６２）
　前記対象が、ヒト患者である、項目５８から６１のいずれか一項に記載の方法。
（項目６３）
　患者が、ＨＬＡ－Ｇ　ＣＡＲ療法に応答する可能性が高いのか、高くないのかを決定す
るための方法であって、前記患者から単離された腫瘍試料を、有効量の抗ＨＬＡ－Ｇ抗体
と接触させるステップと、前記腫瘍試料に結合した任意の抗体の存在を検出するステップ
とを含み、前記腫瘍試料に結合した抗体の存在は、前記患者が、前記ＨＬＡ－Ｇ　ＣＡＲ
療法に応答する可能性が高いことを指し示し、前記腫瘍試料に結合した抗体の非存在は、
前記患者が、前記ＨＬＡ－Ｇ療法に応答する可能性が高くないことを指し示す、方法。
（項目６４）
　有効量の前記ＨＬＡ－Ｇ　ＣＡＲ療法を、前記ＨＬＡ－Ｇ　ＣＡＲ療法に応答する可能
性が高いと決定された前記患者へと投与するステップをさらに含む、項目６３に記載の方
法。
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摘要(译)

CAR细胞靶向和人HLA-G的抗体被描述为癌症治疗的新方法。提出HLA-G CAR细胞在患者中是安全有效的，并且可用于治疗表达
HLA-G的人肿瘤。在一个方面，提供了分离的抗体，其包含重链（HC）免疫球蛋白可变域序列和轻链（LC）免疫球蛋白可变域序
列，其中所述抗体包含SEQ ID NO：30的氨基酸序列或其等同物。至HLA-G的表位，包括HLA-G。
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